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Project/Area Number 14750400

Research Category Grant-in-Aid for Young Scientists (B)

Allocation Type Single-year Grants

Research Field 構造⼯学・地震⼯学

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 村⽥ 晶   ⾦沢⼤学, ⼯学部, 助⼿ (30283097)

Project Period (FY) 2002 – 2003

Project Status Completed (Fiscal Year 2003)

Budget Amount *help ¥2,200,000 (Direct Cost: ¥2,200,000)
Fiscal Year 2003: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000) 
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Keywords 動揺地震動 / 不整形地盤 / 振動台実験 / 地震応答解析 / 振動実験

Research Abstract ⽔平・上下2軸同時加振振動台による振動実験を昨年に引き続いて実施した。本年度は動揺地震動が構造物に及ぼす影響を考察した。すなわち2軸加振振動台実
験では砂槽を上載し,砂層にスロッシング的振動を卓越させることにより,砂地盤中に根⼊れされた構造物の応答と破壊を明らかにした。その結果,上下加速度差
に起因する動揺加速度が,⽔平動と同等の応答性状を与えること,動揺加速度の振動数特性が,算出するために⽤いた上下加速度ではなく,⽔平加速度の振動数特性
に類似することを明らかにした。また,動揺加速度が⾼さに⽐例した⽔平加速度に置き換えることが可能であり,動揺振動による影響を⽔平⼊⼒加速度により与え
られるせん断⼒として同様に評価できることも,実験的に明らかにした。 
実験で得られたパラメータを有限要素法による数値解析でシミュレートし,数値解析の有効性を確認するとともに,実地盤に対し数値解析を適⽤することで,動揺
地震動が構造物に及ぼす影響を明らかにし,実務レベルで適⽤する際の問題点を検討した。その結果,地盤特性の変化する境界部の形状が動揺地震動特性に影響す
ることを明らかにした。特に,急斜⾯地盤上に盛⼟造成したような地盤では,境界近傍での動揺振動による影響が⽔平振動に対して無視できないレベルとなるこ
と,緩斜⾯上に盛⼟造成した地盤では,境界近傍から離れた場所で動揺振動による影響があること,ただしその影響は急斜⾯上によるタイプほどは⼤きくならない
こと,を明らかにした。
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